
目的
沖合底魚資源の永続的利用と沖合底びき網漁業の
経営安定に資するため, 山陰沖における有用資源の
資源動向を把握する.

方法
鳥取県の沖合底びき網漁船が所属する地区 (賀露,
網代, 田後) の漁獲月報及び漁船勢力を集計し, 漁
獲の変動を把握した.

結果����年の本県沖合底引網の地区別漁獲量, 金額を
集計し, 図１に示した. 賀露の総漁獲量は������で,
３地区内で最も少なく, その内訳はハタハタ��％,
ズワイガニ��％, アカガレイ��％及びソウハチ��％
で, この４魚種が漁獲の主体を占めている. また,
漁獲金額は����億円であったが, そのうちズワイガ
ニが��％を占め, 以下ハタハタ��％, アカガレイ��
％, ソウハチ��％となっている. 網代の総漁獲量は������でハタハタが��％, アカガレイが��％, 次い
でズワイガニが��％でこの３魚種が漁獲の主体となっ
ている. また, 総漁獲金額は����億円で, そのうち��％はズワイガニで以下, アカガレイ��％, ハタハ
タ��％となっており, 他の２地区に比べ, アカガレ
イのウェイトが高いことが判る. 田後の総漁獲量は������でその内訳はハタハタ��％, ズワイガニ��％
およびソウハチ��％であり, その他にアカガレイ,
ヒレグロ, エビ類を漁獲しており, その他の魚種の
占める割合も高く, 他の２地区に比べ多様な魚種を
漁獲していることが判る. 一方, 漁獲金額ではズワ
イガニが��％を占め, 他の地区同様, 非常に高いウェ
イトを占めていることが判る. しかし, それ以外の
魚種については全体の１割以上を占める魚種はなく,
漁獲量と同様の傾向となっている.
次に, 地区別に魚種別漁獲量, 金額の年推移を図
２に示した. 賀露では����年前後に������から������を漁獲していたが, その後減少し, ����年には������まで落ち込んだが, ハタハタの漁獲量の増加
等により, ����年は������となった. また, 漁獲金
額は����年代前後が最も高く, ����年及び����年に

��億円を揚げている. しかし, その後は減少傾向に
あり, ����年は����億円にまで減少した. ����年は
ハタハタ, アカガレイ, 親がにの増加により, ����
億円の水揚げとなった. 網代の漁獲量は����年の������をピークに減少し, ����年には������まで落ち
込んだが, その後は増加傾向にあり, ����年は������であった. 一方, 漁獲金額は賀露と同様に����年
前後が高く, ����年には����億円を水揚げしている.
しかし, その後は減少傾向にあり, ����年には����
円にまで減少した. ����年はアカガレイ, ハタハタ
の増加により����億円の水揚げとなった. 田後の漁
獲量は����年前後がもっも低く, ����年には������
まで落ち込んだ. その後は増加傾向にあり, ����年
は������となった. ����年はやや下がり, ������で
あった. 一方, 金額は田後においては統計を取り始
めた����年以降増加傾向にあり, ����年は����億円
で過去最高の水揚げ金額であった.
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７. 沖合底魚資源調査
１) 沖合底魚資源動向調査
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－��－図１ 地区別魚種別漁獲量, 金額



－��－図２ 地区別魚種別漁獲量, 金額の年推移




